
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 自動灌水植物栽培容器

　

　

ことを特徴とする自動灌水植物栽培容
器。
【請求項２】
　前記

を特徴とする 自動灌水植物栽培容器。
【請求項３】
　 自動灌水植物栽培容器
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補水槽内に所定高さの脚部を有する植物栽培容器本体を設けた で
あって、

大気導入孔を有する前記植物栽培容器本体の底蓋と、該底蓋から下方に突出させて前記
植物栽培容器本体内に水が供給されるように設けた灌水口と、前記脚部の下方に前記補水
槽に貯留させた水が流入するように設けた通水口と、を備え、

水位の低下に伴って前記底蓋の下方で大気層が生じるように、前記植物栽培容器本体の
外周から下方に延出させて設けた前記脚部の全周を前記補水槽と一体的に形成し、前記大
気層は、空気を前記植物栽培容器本体に盛られた用土の表面から前記大気導入孔を通過さ
せることにより、前記底蓋と水面の間に形成される

灌水口および前記通水口の少なくとも何れかの下方位置において、前記補水槽には
、凹部が形成されていること 請求項１に記載の

補水槽内に所定高さの脚部を有する植物栽培容器本体を設けた で
あって、

大気導入孔を有する前記植物栽培容器本体の底蓋と、前記脚部の下方に、前記植物栽培
容器本体内に水が供給されるように設けた脚部灌水口および前記補水槽に貯留させた水が



　

ことを特徴とする自動灌水植物栽培容
器。
【請求項４】
　前記

ことを特徴とする 自動灌水植物栽培容器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、植木鉢、プランター等の底部よりの灌水において、植物栽培容器内の用土を
利用した毛細管現象にての灌水（水やり）と同時に、植物の根に最も必要な用土内への酸
素補給と節水を可能にした自動灌水植物栽培容器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　植木鉢、プランター等の栽培容器において、花木、野草等の植物を育てる場合の最も大
切なことは、適切な灌水と、根は酸素呼吸をしているので用土内への酸素補給が不可欠で
ある。適切な灌水とは、植物の吸収と自然蒸発に対応した必要量の灌水である。そこで、
植物の種類や栽培容器の大きさや季節に対応出来るものが望ましい。そして、従来の鉢底
よりの灌水においては、用土内への酸素補給が出来ず、絶えず灌水されるため窒息し根腐
れを起こし、根腐れによってできた傷から、立ち枯れ病の病原菌のフイトフトラー菌の感
染による機会が増したり根の傷害で枯れ死する原因となっていた。又、通気性を目的とし
た植物栽培容器の側壁に開孔を形成したものにあっては、夏期や冬季に問題点があった。
【０００３】
　そこで、側壁と鉢底を有する植木鉢において、該植木鉢の鉢底の内面から或る高さ位置
に植木鉢内部からの流入口を有する排水孔を、該鉢底又は該側壁に設け、該植木鉢内部の
該排水孔の該流入口より低い位置の部分を、灌水時に自然に水が溜まる貯水部とした植木
鉢（実開平５－６７２４３号）や、植物生育用装置は植木鉢及び植木鉢用の受け皿からな
り、植木鉢の底板には底部開孔が形成され、植木鉢の周壁には底板から約１／４の高さ位
置に一列等間隔の複数の側部開孔が形成される。この装置は、植物生育時に、植木鉢の側
部開孔形成位置よりも低い位置まで受け皿に貯水された状態で使用される植物生育用装置
（実開平５－２９３５５号）がある。
【０００４】
　更に、従来シクラメン等に使用されている、植木鉢の下部に補水槽を一体的に設けたも
のでは、該補水槽の上部に植木鉢を設け、水抜き穴より給水紐等による間接的毛細管現象
にての灌水を行っているものや、鉢受け等の貯水体と、この貯水体の液面に非接触状態に
おかれる鉢と、一端側が鉢の底面側から鉢土内に設けられ他端側が上記貯水体内に設けら
れる柔軟性を有する給水紐とが備えられ、給水紐の上記一端側には保形性を有する補強材
が設けられている鉢の給水構造（実開平３－１１７４４９号）がある。
【０００５】
　一方、植木鉢に自動的に灌水出来るようにした自動灌水装置としては、液界面の高さま
で水を供給される水槽を設け、開閉自在の密封蓋を施した給水タンクを該液界面より高い
位置に設置し、細管の下端を水槽内の液界面の高さまで挿入し、該細管の上端を給水タン
クの底に連結した自動給水式プランター装置（実開昭５３－７７８５７号）がある。
【０００６】
　更に、栽培容器の外側に培養液及び空気の供給口を設け、この栽培容器の内部の底部に
、縦断面及び横断面とも適宜な形状の垂下部を持ち、この垂下部を含む全体に小孔または
細溝をあけた中子を嵌合し、前記栽培容器の培養液及び空気供給口の下端は、中子の底面
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流入するように設けた通水口と、を備え、
水位の低下に伴って前記底蓋の下方で大気層が生じるように、前記植物栽培容器本体の

外周から下方に延出させて設けた前記脚部の全周を前記補水槽と一体的に形成し、前記大
気層は、空気を前記植物栽培容器本体に盛られた用土の表面から前記大気導入孔を通過さ
せることにより、前記底蓋と水面の間に形成される

脚部灌水口および前記通水口の少なくとも何れかの下方位置において、前記補水槽
には、凹部が形成されている 請求項３に記載の



よりは下方になるようにして、水位を一定に保つタンクを結合せしめた自動清浄栽培容器
（実公昭４０－４１１７号）がある。
【０００７】
　次に、貯水槽に吸気管と送水管を設け、貯水層の下部には蒸発皿や仕切り板を設けた補
助給水皿と給水皿が連給管とで連結された構成とした園芸用自動給水器（特開昭６２－１
７１６２５号）等が知られている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、上述したような自動給水栽培容器の底部よりの灌水（以下、底面灌水という。
）方式にあっては、植物の栽培に必要な条件として、用土内へいかに酸素補給をすること
が出来るか、又、季節や気温や乾燥度に対応した適切な灌水が出来るか、更に、側部開孔
を形成した技術にあっては冬季は用土や根等が凍るなどの様々な問題点があった。
【０００９】
　そして、植物の種類によっては個別の用土や混合用土を用いるが、酸性土を好む植物に
対しては鹿沼土を用いるが、この鹿沼土は給水性が悪いため側部開孔を設けると用土内全
体への灌水が尚一層おこなわれない欠点がある。
【００１０】
　更に、上記の同一植木鉢内に貯水槽を設けたものでは、腐葉土やビートモスのような保
水量の多い培養土を多く用いた場合水はけが悪くなり根腐れの原因となり、又、用土内へ
の酸素補給もなされないという問題点があった。
【００１１】
　次に、紐等を用いた間接的毛細管現象にあっては、紐等が腐敗脱落した場合には灌水の
目的を達せず、又用土内への酸素補給が全くなされず、又、灌水量も常に一定のため、植
物の種類や乾燥度に対応出来ない問題点があった。
【００１２】
　一方、大気開放手段の目的をもった環状（３６０度）の細管や吸気管では、水槽内の水
位が低下したとき、この細管や吸気管の水面（液面）の接触面は３６０度であり、この３
６０度の接触面で表面張力をおこす。同時に、この表面張力をおこしている接触面に３６
０度の大気圧が加わるので、この接触面は破壊されやすくなり表面張力の長さは短くなる
。これは水位低下の長さが短くなるということであり、鉢底と水面間の長さも同様に短く
なる。これによって鉢底に大気層が出来にくくなり、このため、用土内への酸素補給が困
難となる問題点があった。
【００１３】
　更に、補給容器と補水槽とが一体的な構成のものでは、構成が複雑であり、コストが高
くなると共に実用性にも欠けるという問題点があった。
【００１４】
　本発明は、植物栽培容器の用土を利用した毛細管現象にての底面灌水方式において、適
切な灌水と用土内に酸素（大気）を導入し植物の根腐れを防止することを目的としており
、更に補給容器を空ペットボトルや空き瓶、空容器等を利用し、節水を目指しながら留守
時や多忙な植物愛好家に簡単な構成で低価格で自動的に灌水を行うことが出来る自動灌水
植物栽培容器を提供することを目的とする。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため、請求項１の自動灌水植物栽培容器は、
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補水槽内に所定高さの
脚部を有する植物栽培容器本体を設けた自動灌水植物栽培容器であって、大気導入孔を有
する前記植物栽培容器本体の底蓋と、該底蓋から下方に突出させて前記植物栽培容器本体
内に水が供給されるように設けた灌水口と、前記脚部の下方に前記補水槽に貯留させた水
が流入するように設けた通水口と、を備え、水位の低下に伴って前記底蓋の下方で大気層
が生じるように、前記植物栽培容器本体の外周から下方に延出させて設けた前記脚部の全
周を前記補水槽と一体的に形成し、前記大気層は、空気を前記植物栽培容器本体に盛られ



。
【００１６】
　請求項２の自動灌水植物栽培容器は、

【００１７】
　請求項３の自動灌水植物栽培容器は、

。
【００１８】
　請求項４の自動灌水植物栽培容器は、

。
【 】
　 により、補水槽内の植物栽培容器
の底蓋までに給水した場合、脚部全周と灌水口は水中にある。そして、灌水口より用土を
利用した毛細管現象にての灌水によって補水槽内の水位は低下するが、このとき底蓋と水
面との間に大気層が出来る。この大気層は、脚部全周が水中にあるため水中から大気は入
らず、植物栽培容器の表土上より大気導入され、用土内への酸素補給がなされる。
【 】
　そして、前記灌水口や前記脚部灌水口の下方位置に凹部を形成したことによって、これ
等各々の灌水口は補水槽の内底部と同位置まで設けることが出来、給水した水を全て灌水
することを可能とした。
【 】
【発明の実施の形態】
　以下に本発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。図１は本発明の第１実施例
を示す自動灌水植物栽培容器の正断面図、図２は同実施例を示す自動灌水植物栽培容器の
平面図、図３は第２実施例を示す自動灌水植物栽培容器の正断面図、図４は第３実施例の
一部を示す自動灌水植物栽培容器の要部断面図、
図５は第４実施例を示す自動灌水植物栽培容器の正断面図、図６は 実施例を示す植物栽
培容器 の 図、図７は第 実施例を示す自動灌水植物栽培容器の正断面図、図８
は同実施例を示す植物栽培容器の右側面図、図９は 実施例を示す

面図、図１０は同実施例を示す 面図、図１１は同実施例を示す
面図、図１２は第 実施例を示す

面図。図１３は 実施例を示す自動灌水植物栽培容器の 断
面図。
【 】
　図１は、本発明の第１実施例を示す。図１の自動灌水植物栽培容器は、略円形の、底蓋
３を有す植物栽培容器本体１に有底の補水槽２を一体的に形成し、この植物栽培容器本体
２内に、下方に突出した綱目状に孔を形成した筒状の灌水口５と小孔の複数の大気導入孔
４を一体形成した底蓋３を、補水槽２内に形成された底蓋受け台２０に戴置するが、この
底蓋受け台２０は底蓋３に一体形成してもよく、又植物栽培容器本体１内の脚部８に一体
形成してもよい。そして、植物栽培容器２の底蓋３の下部に補水槽２内の水が流入しうる
切り欠き状の通水口６を脚部８に形成し、該脚部８全周は補水槽２内に一体的に形成した
構成である。この構成によって、補水槽２内に給水された水は、通水口６より底蓋３の下
部に流入し、更に灌水口５より用土を利用した毛細管現象によって用土１８上方へ灌水さ
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た用土の表面から前記大気導入孔を通過させることにより、前記底蓋と水面の間に形成さ
れることを特徴とする

前記灌水口および前記通水口の少なくとも何れか
の下方位置において、前記補水槽には、凹部が形成されていることを特徴とする。

補水槽内に所定高さの脚部を有する植物栽培容器
本体を設けた自動灌水植物栽培容器であって、大気導入孔を有する前記植物栽培容器本体
の底蓋と、前記脚部の下方に、前記植物栽培容器本体内に水が供給されるように設けた脚
部灌水口および前記補水槽に貯留させた水が流入するように設けた通水口と、を備え、水
位の低下に伴って前記底蓋の下方で大気層が生じるように、前記植物栽培容器本体の外周
から下方に延出させて設けた前記脚部の全周を前記補水槽と一体的に形成し、前記大気層
は、空気を前記植物栽培容器本体に盛られた用土の表面から前記大気導入孔を通過させる
ことにより、前記底蓋と水面の間に形成されることを特徴とする

前記脚部灌水口および前記通水口の少なくとも何
れかの下方位置において、前記補水槽には、凹部が形成されていることを特徴とする

００１９
上述したように自動灌水植物栽培容器を構成すること

００２０

００２１

同
本体 右側面 ５

同 筒状の保持部の要部拡
大左側 平 自動灌水植物栽培
容器のＡ－Ａ断 ５ 自動灌水植物栽培容器に補給容器を装着
した状態の説明をする正断 第６ 正

００２２



れると同時に、底蓋３と水面間の水位が低下するが、このとき脚部８全周と灌水口５と通
水口６は水中にあるため水位低下にともない、表土上より大気導入孔４を介し底蓋３と水
面の間に大気層が出来る。この作用によって、用土内に酸素補給がなされる。なお、本明
細書中の「底蓋受け台」とは底蓋を鉢底や補水槽内に安定して設けるものであり、底蓋の
外周の下方に延設するような側壁状の形状も含むが、この目的を達するものであれば、形
状や構成や大きさを限定されるものでない。
【 】
　図２は、本発明の第１実施例を示す植物栽培容器本体１の平面図である。
【 】
　図３は、本発明の第２実施例を示す略円形の、底蓋３と脚部嵌合部３３を一体形成した
植物栽培容器本体１と、脚部嵌合孔３４と給水口３２を形成した有底筒状の補水槽２を一
体的に形成し、該植物栽培容器本体１は脚部８の内底面の一部に網目状に孔を形成した脚
部灌水口７と小孔の複数の大気導入孔４を底蓋３に形成し、該脚部８の一部に補水槽２内
に給水された水を底蓋３の下部へ流入出来る通水口６を形成している。
【 】
　図４は、本発明の第３実施例の一部を示す要部断面図であるが、底蓋３に形成されてい
る筒状の灌水口５の下方位置の補水槽２内に凹部９を形成した。この凹部９は、補水槽２
内の水を毛細管現象を利用して全て灌水するために形成したものであるが，そのためには
、灌水口５を補水槽２内底面２４と同位置若しくは同位置以下にすることが必要であるが
、この灌水口５の全孔に表面張力をおこし円滑に灌水出来ないので、この表面張力を防止
出来る間隔を設けることが必要である。そのため灌水口５の下方位置の補水槽２の内底面
２４に、灌水口５の直径より大きい凹部９を形成した。灌水口５よりの凹部の深さは約１
．５ｍｍ以上が必要となるが、この深さは限定するものでない。又、脚部８全周は補水槽
２内に設けられている。
【 】
　図 は、本発明の第 実施例を示す略円形で底蓋３を有する植物栽培容器本体１と有底
の補水槽２からなり、該補水槽２には補給容器設置部２５を設けている。この補給容器設
置部２５には補給容器の補給口部を装着する筒状の保持部１０を形成し、この筒状の保持
部１０には補給容器を螺着するネジ部２６を内周面に形成し、更にこの筒状の保持部１０
には内外を連通する切り欠き状からなる開口部１１を形成している。そして、植物栽培容
器本体１内の下部の底蓋３には小孔の複数の大気導入孔４を形成し、更に下方に突出した
網目状に孔を形成した筒状の灌水口５を形成している。この灌水口５の下方位置の補水槽
２内に円形の凹部９を形成している。更に、植物栽培容器本体１は、補水槽２の内側壁２
８に装着するため、該補水槽２の内底部２７より内側壁２８上部の高さまで外側部２９を
補水槽内に一体的に装着可能な凹み２４を形成し、又補給容器より給水された水を底蓋３
の下部に流入出来る通水口６を形成している。そして、該補水槽２の内側壁２８に、該植
物栽培容器本体１の脚部８の挟装と、底蓋３を支持する底蓋受け台２０が形成され、該植
物栽培容器本体１の脚部８全周が補水槽２内の周縁の内底部２７に装着されている。尚、
図５では給水口は削除している。
【 】
　図 は、本発明の第 実施例で、植物栽培容器本体１には、下部の外側部２９に凹み２
４と、脚部８に通水口６を形成している部分の右側面図である。
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００２３

００２４

００２５

００２６
５ ４

００２７
６ ４

本発明の第４実施例に示すように、補水槽内の補給容器設置部に筒状の保持部を形成し
、該筒状の保持部に内外を連通した開口部を形成したことによって、給水された補給容器
を該筒状の保持部に装着すると、補水槽内の水位低下に伴い該開口部より補給容器内は大
気開放され、該開口部より補水槽内へ給水される。そして、補水槽内の水位が該開口部の
上部位置になると止まる。該筒状の保持部内の水は水位低下に伴って次第に上下に分離し
ながら互いに表面張力を起こすが（餅を上下に引っ張ると伸びるようなさま。）、開口部
の幅が狭ければ狭いほど表面張力の長さは長くなる。これは、筒状の中であることと、又
、狭い幅の開口部を設けたことによって、前述したように３６０度の接触面に大気圧が作



【 】
　

【 】
　図 は、本発明の第 実施例を示し、略円形で底蓋３を有する植物栽培容器本体１と有
底の補水槽２からなり、該補水槽２には補給容器設置部２５と、この補給容器設置部２５
には補給容器の補給口部を装着する筒状の保持部１０を形成し、この筒状の保持部１０に
は内外を連通する切り欠き状からなる開口部１１を形成している。そして、植物栽培容器
本体１内の下部の底蓋３には小孔の複数の大気導入孔４を形成し、更に下方に突出した網
目状に孔を形成した筒状の灌水口５を形成している。この灌水口５の下方位置の補水槽２
内には円形の凹部９を形成している。更に、植物栽培容器本体１は、補水槽２の内側壁２
８に装着するため、該補水槽２の内底部２７より内側壁２８の上部の高さまで外側部２９
を補水槽内に一体的に装着可能な凹み２４を形成し、又補給容器１５より給水された水を
底蓋３の下部に流入出来る脚部８の通水口６と同位置に、隔壁部１２に隔壁部通水口１３
を形成している。そして、該補水槽２の内側壁２８に、該植物栽培容器本体１の脚部８の
挟装と、底蓋３を支持する底蓋受け台２０が形成され、該植物栽培容器本体１の脚部８全
周が補水槽２内の周縁の内底部２７に装着されている。
　

　尚、該底蓋受け台２０は底蓋の強度が植物栽培容器の用土や植物の重量に耐え得るもの
であれば削除若しくは植物栽培容器に一体形成してもよい。
【 】
　図 は、本発明の第 実施例に示す植物栽培容器本体１には、下部の外側部２９の全周
に凹み２４と、脚部８に通水口６を形成している右側面図である。
【 】
　図 は、本発明の第 実施例の筒状の保持部１０の要部拡大図であるが、この筒状の保
持部１０には補給容器１５を螺着するネジ部２６を内周面に形成し、更にこの筒状の保持
部１０には内外を連通する切り欠き状からなる開口部１１を形成し、補水槽２の補給容器
設置部２５に形成もしくは装着するものである。
【 】
　図１０は、本発明の第 実施例を示す、自動灌水植物栽培容器の平面図であるが、補水
槽２の補給容器設置部２５の形状は、補給容器１５の補給口部を装着する筒状の保持部１
０が形成され、該筒状の保持部１０の開口部より底蓋３の下部へ給水できる形状であれば
、その形状や大きさは問わない。
【 】
　図 は、本発明の第 実施例を示す自動灌水植物栽培容器の右側面の補水槽２の断面
図であるが、植物栽培容器１の装着されている補水槽２内の内底部２７より内側壁２８の
上部の高さまで隔壁部１２を形成し、該隔壁部１２の下部には補給容器１５より補水槽２
内へ給水された水を植物栽培容器１の底蓋３の下部に流入出来る隔壁部通水口１３を形成
している。このとき、植物栽培容器１の脚部８の同位置にも同形の通水口６を形成してい
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用することとは異なり、大気圧の作用も少なくなるので水位低下の長さも長くなる。した
がって底蓋と水面との間の大気層の長さも長くなる。これは、上記構成によって、水位低
下を利用しての大気導入孔より底蓋と水面間に大気を吸い込む作用を得る。又、補水槽内
の水位上昇に伴って、該大気導入孔より表土上へ大気を放出し、この作用を繰り返すこと
で用土内へより一層の酸素導入を可能とした。

００２８
補給容器の装着は、例えば空のペットボトルや瓶や容器等を螺着可能なネジ部を内周面

に形成し、開口部は孔或いは切り欠き状からなる筒状の保持部、もしくは内周面にネジ部
を形成しない挿入孔を形成し、開口部は孔或いは切り欠き状からなる筒状の保持部に挿着
しうるようにし、更に嵌合手段を用いたものにあっても何れも同じ作用を得る。
　筒状の保持部に内外を連通する開口部を形成し該開口部の幅を狭くすることで、補給容
器内への大気開放による多量の酸素供給も可能となった。

００２９
７ ５

すなわち、補水槽内に隔壁部を設け、該隔壁部に隔壁部通水口を形成したことによって
、鉢底への通水を容易にするとともに、植物栽培容器本体と補水槽とを不自然さのない一
体的な形状で組み合わせることができる。

００３０
８ ５

００３１
９ ５

００３２
５

００３３
１１ ５



る。
【 】
　図 は、本発明の第 実施例に補給容器を装着した状態の説明をする正断面図である
が、この自動灌水植物栽培容器は略円形の底蓋３を有する植物栽培容器本体１と有底の補
水槽２からなり、該補水槽２には補給容器設置部２５を設けている。この補給容器設置部
２５には筒状の保持部１０が形成され補給容器１５を装着し、該筒状の保持部１０には内
外を連通する切り欠き状からなる開口部１１を形成している。そして、植物栽培容器本体
１内の下部の底蓋３には小孔の複数の大気導入孔４を形成し、更に下方に突出した綱目状
に孔を形成した筒状の灌水口５を形成している。この灌水口５の下方位置の補水槽２内に
は円形の凹部９を形成している。更に、植物栽培容器本体１は、補水槽２の内側壁２８に
装着するため、該補水槽２の内底部２７より内側壁２８の上部の高さまで外側部２９に凹
み２４を形成し、補水槽内に一体的に装着している。又、補給容器１５より補水槽内に給
水された水１４ｂを、底蓋３の下部に流入出来る脚部８に形成された通水口６と隔壁部１
２に形成された隔壁部通水口１３と共に略同位置に形成している。そして、該補水槽２の
内側壁２８に、該植物栽培容器本体１の脚部８を狭装し、底蓋３を支持する底蓋受け台２
０が形成され、該植物栽培容器本体１の脚部８全周が補水槽２の内底部２７に装着されて
いる。
【 】
　さて、給水された補給容器１５を筒状の保持部１０に装着すると、開口部１１より該補
給容器１５内へ大気１６ａが流入すると共に大気開放され、補給容器内に侵入した空気と
略同量の水が補水槽２内に給水されるが、補水槽２内の水１４ｃは該開口部１１の略上部
位置までになると大気の流入を遮断し止まる。
【 】
　そして、該補水槽２内に植物１９の植え込まれた植物栽培容器本体１が装着されている
が、該補給容器１５より給水された水１４ａは隔壁部１２に形成された隔壁部通水口１３
と植物栽培容器本体１の脚部８に形成された通水口６を通り、底蓋３の下部へ流入しそし
て底蓋３に形成されている灌水口５内の用土１８を利用した毛細管現象にて用土１８全体
に灌水される。このとき、補水槽２内では水位低下に伴い水面２１ａは水面２１ｂに低下
するが、これによって大気導入孔４を通じて底蓋３と水面２１ａの間に大気層２２が出来
る。この大気層２２は、該脚部８全周が水中にあるためで、表土３０上より大気１６ｂが
用土１８内を通過して出来る。該隔壁部通水口１３と同位置の該通水口６の上部位置迄に
表土３０上より大気１６ｂが用土１８内を通過して出来る。このような現象を作りだす要
因は、脚部８全周が水中にあることと、筒状の保持部１０に開口部１１を形成しているこ
とである。この該開口部１１の幅は前述したように狭いほど水位低下の長さは長くなり、
従って底蓋３と水面２１ａの間に発生する大気層２２の長さは長くなると共に用土１８内
への酸素補給量も多くなる。
【 】
　しかしここで、補水槽２内の水の全容量に対する用土１８内への酸素補給量を最大限に
するためには、前記隔壁部通水口１３と脚部８の通水口６を形成せず、補水槽２の内底部
２７に接している該隔壁部１２と脚部８の下に通水用の凹部３１を形成することで解消さ
れる。このとき、この目的を達成するための絶対条件としては補水槽２内の水を全量灌水
する事であるので、底蓋３に形成している灌水口５は補水槽２の内底部２７の位置迄形成
され、該灌水口５の下部には表面張力を起こさない程度に凹部９を形成すればよい。
【 】
　図 は、本発明の第 実施例を示し、自動灌水植物栽培容器は、植物栽培容器本体１
の脚部８の通水口６と補水槽２内の隔壁部通水口１３を形成せず、補水槽２の内底部２７
に接している該隔壁部１２と脚部８の下部に通水用凹部３１を形成している。この通水用
凹部 を形成したとき、前記脚部の下方位置の凹部は不要である。この図 に示す構
成によって、用土内へ最大限の灌水と酸素補給を可能とした自動灌水植物栽培容器を提供
する事が出来、全てが自然原理を応用して、補給容器１５内と補水槽２内の水の全水量の
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００３４
１２ ５

００３５

００３６

００３７

００３８
１３ ６

３１ １３



灌水と、全容量に対する用土１８内への酸素補給を最大限にすることが可能となる。但し
、補水槽内の自然蒸発を除外する。又、補水槽内の水の自然蒸発を防止するには蓋等を設
ければ一層効果的である。尚、

。
【 】
　上記各実施例においては、毛細管現象による灌水を水で説明しているが、水に液体の肥
料、発根剤、活力剤、薬剤等を適量混合して使用する場合も含まれ、又、これらを使用し
ての、鉢底よりの垂れ流しのような無駄はなくなる。
【 】
　また、上記各実施例においては、植物栽培容器本体は植木鉢やプランター等で説明して
いるが、水耕栽培に用いられる栽培容器及び栽培施設等の全てに含まれる。なお、本発明
は、上記実施例に限定されるものでない。
【００４１】
　

。
【００４２】
　

。
【００４３】
　

【００４４】
　

。
【００４５】
　

。
【 】
【発明の効果】
　本発明は、以上説明したように構成されているので、以下に記載されるような効果を奏
する。
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通水用凹部の大きさや形状は問うものでなく、保持部より
灌水口への一方向に長い凹部を形成することも含み、この通水用凹部は補水槽の一部とも
なる

００３９

００４０

本明細書中において、「植物栽培容器本体」とは植物を育てるために用いる容器を意味
し、その形状、大きさ等は問わないものであり、植木鉢、プランター等の植物栽培容器の
一切が含まれる。更に、「大気導入孔」や「灌水口」、「補水槽」はその目的を果たすも
のであれば形状（高さ、長さも含む）や大きさ等は問わないものである。本明細書中の「
形状」とは、形、ようす以外に高さや長さを含むものである。そして、「通水口」とは植
物栽培容器本体の下部に流入しうる水の入り口であり、その目的を達成するものであれば
その形状や大ささは問わないものである。更に、本明細書中で「脚部全周を該補水槽内に
設け」ることによって、補水槽内の水位低下に伴って底蓋に形成した大気導入孔を介して
底蓋と水面間に大気層を作り出すが、底蓋の全周を植物栽培容器本体内で密接状態を保つ
構成であれば「脚部全周を該補水槽内に設け」なくとも同様な作用効果を得ることができ
るので、この手段を用いることも含むものである。本明細書中「装着」とは、補給容器の
補給口と保持部とを給水目的をなすように取り付けることで、螺合、嵌合、挿着等に限定
されるものではない

本明細書中において、「一体的」とは植物栽培容器本体と補水槽が一体もしくは組み合
わされた状態で利用目的をなすことを意味し、植物栽培容器本体と底蓋も同様であり、こ
れらの形状、大きさ等は問わない。又、脚部や脚部灌水口の形状や大きさ等も問わないも
のである

本明細書中の「凹部」はその目的を果すものであれば形状や長さや大きさは問わないも
のであり、脚部から灌水口への一方向に長い凹部を形成することも含む。

本明細書中において、「筒状」とは横断面が円筒状、四角筒状、多角筒状等の形状と、
これ等の一部を切り欠いた形状も含み大きさも問うものでない。又「開口部」とは、筒状
の保持部に形成した補給容器内への大気開放と、補給容器内から補水槽内への給水を目的
とした大気の入り口と給水の出口を兼用した口部であり、その目的を達するものであれば
形状や大きさは問わない。更に、本明細書中の「装着保持」とは、補給容器の補給口部と
保持部を給水目的をなすように取り付けることで、挿着、螺着、嵌合等に限定されるもの
でなく、その装着方法も問うものでない

本明細書中において、「隔壁部」とは補水槽内の補給容器設置部と植物栽培容器の仕切
りであり、この隔壁部の「隔壁部通水口」の大きさや形状、位置は問うものでない

００４６



　請求項１の自動灌水植物栽培容器によれば、補水槽内に給水された水を該灌水口内の用
土を利用した毛細管現象にての灌水が用土全体に行われると同時に、水位低下に伴って表
土上よりの大気導入孔により底蓋と水面の間に大気層が出来、これによって、植物にとっ
て最も大切な酸素補給が行える。そして、大気導入孔を形成したことによって、不必要な
孔が減少し用土の落下も防止される。また、灌水口を形成したことによって、間接的毛細
管現象と異なり紐や布等の保湿材の腐敗脱落がなくなり、植物栽培容器本体の大きさや植
物の種類によって灌水口の数の増減や大きさによる灌水量の調整が出来、適量の灌水が出
来る。
【００４７】
　請求項２の自動灌水植物栽培容器によれば、

【００４８】
　請求項３の自動灌水植物栽培容器によれば、

【００４９】
　請求項４の自動灌水植物栽培容器によれば、

【 】
　 補水槽 補給容器設置部を設け 、この補給容
器設置部には補給容器の補給口部を装着保持する筒状の保持部を形成し、この筒状の保持
部には内外を連通する開口部を形成したことによって、開口部の幅が狭ければ狭いほど大
気圧の作用も少なく表面張力の長さは長くなり、よって、水位低下の長さも長くなり底蓋
と水面との間の大気層の長さも長くなる。これによって、用土内への酸素補給量も多くな
り根腐れを防ぐ事が出来る。
【 】
　更に、筒状の保持部を形成したことによって、使用済のペットボトルや瓶、容器等の利
用が出来、資源の再利用に貢献する事が出来る。又、留守時や多忙時の水やり（灌水）を
果たせ、更に大気開放時に補給容器内へ新鮮な酸素補給を得る。
【 】
　 補水槽内に隔壁部を形成し、該隔壁部には隔壁部通
水口を形成した 不自然さのない一体的な形状となり、又植物栽培容器本体と補
水槽毎に積み重ねて梱包出来るので、輸送費の削減をはかる事が出来る。
【 】
　 通水口と隔壁部通水口を形成せず、補水槽の内底部
に接している隔壁部や脚部の下部に通水用凹部を形成したことによって、底蓋に形成して
いる灌水口を内底部の位置に設けることで、補給容器内と補水槽内の水の全水量を灌水す
る事が出来ると共に、補給容器内と補水槽内の水の全容量に対する用土内への酸素補給を
最大限に行う事で、根の酸素呼吸を助け根腐れを防ぎ、病原菌の感染の機会を減少させる
と共に、節水に対する効果も有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施例を示す自動灌水植物栽培容器の正断面図である。
【図２】同実施例を示す自動灌水植物栽培容器の平面図。
【図３】本発明の第２実施例を示す自動灌水植物栽培容器の正断面図。
【図４】本発明の第３実施例を示す自動灌水植物栽培容器の要部断面図。
【図５】本発明の第４実施例を示す自動灌水植物栽培容器の正断面図。
【図６】 を示す植物栽培容器本体の 図
【図７】本発明の第 実施例を示す自動灌水植物栽培容器の正断面図。
【図８】同実施例を示す植物栽培容器の右側面図。
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灌水口の下方位置で補水槽に凹部を形成し
たことによって、灌水口を補水槽の内底部と同位置まで設けることが出来るので、該補水
槽内の水を全て灌水することが出来、節水をすることが出来る。

植物栽培容器本体下部の脚部に脚部灌水口
を形成したことにより、前述の請求項１と同様な効果を奏する。

脚部灌水口の下方位置に凹部を形成したこ
とによって、脚部灌水口を補水槽の内底部と同位置まで設けることが出来るので、該補水
槽内の水を全て灌水することが出来、節水をすることが出来る。

００５０
本発明の第４実施例に示すように、 に た場合

００５１

００５２
本発明の第５実施例に示すように、

場合には、

００５３
本発明の第６実施例に示すように、

同実施例 右側面
５



【図９】 実施例を示す 面図。
【図１０】同実施例を示す 面図。
【図１１】同実施例を示す 面図。
【図１２】 第 実施例を示す

面図。
【図１３】 実施例を示す自動灌水植物栽培容器の 断面図
【符号の説明】
１．植物栽培容器本体　２．補水槽　３．底蓋
４．大気導入孔　５．灌水口　６．通水口
７．脚部灌水口　８．脚部　９．凹部
１０．筒状の保持部　１１．開口部　１２．隔壁部
１３．隔壁部通水口　１４ａ．水　１４ｂ．水
１４ｃ．水　１５．補給容器　１６ａ．大気
１６ｂ．大気　１７．大気圧　１８．用土
１９．植物　２０．底蓋受け台　２１ａ．水面
２１ｂ．水面　２２．大気層　２３．表土
２４．凹み　２５．補給容器設置部　２６．ネジ部
２７．内底部　２８．内側壁　２９．外側部
３０．表土　３１．通水用凹部　３２．給水口
３３．脚部嵌合部　３４．脚部嵌合孔
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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同 筒状の保持部の要部拡大左側
平
自動灌水植物栽培容器のＡ－Ａ断

本発明の ５ 自動灌水植物栽培容器に補給容器を装着した状態の
説明をする正断

本発明の第６ 正



【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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